
みんなの  Hot News

　７月25日、串良小学校で６年生と保護者を対象に「科学実
験教室」が行われました。講師は、今年３月にさいたま市か
ら串良町に移住した水
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さん。エチオピアなど様々な地で
物理科学を指導してきた経験を還元したいと地域貢献活動を
実施しており、参加者は長時間飛行するアルソミトラのグラ
イダーを作成するなど、親子で夏休みを楽しんでいました。

　2023年のかごしま国体・かごしま大会に出場する選手を応援
しようと、第一鹿屋中学校の生徒が手作りの看板を作製しまし
た。看板には、桜島をバックに市のマスコットキャラクターの
ばららちゃんとばらおくんが描かれており、同校の生徒会と美
術部の生徒が、部活動の時間や放課後などを利用して作製した
もの。各開催時期に合わせて同校の正門に設置される予定です。

　７月25日、「ひまわりキッズフェスin霧島ヶ丘公園」が開催
されました。どんぐりクラフトなどの工作やフライングディ
スクストラックアウトなどといった体験型のブースを設置。
鹿屋工業高校の木工体験ブースでは、普段使い慣れないの
こぎりや金づちなどを使ってペン立てをつくる姿が見られ
るなど、イベントは多くの参加者でにぎわいました。

　７月31日、市中央公民館で「第３回鹿屋市高校生ビブリオ
バトル大会」が開催されました。ビブリオバトルとは、発表
者が好きな本を紹介し合い、投票によって一番読みたいと
思ったチャンプ本を決める書評ゲーム。５校９人の生徒が発
表し投票の結果、鹿屋農業高校１年生の長
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翔さん紹介の
「余命3000文字」がチャンプ本に決定しました。

　７月31日、串良平和アリーナで「子どものための車いすテ
ニス体験会in鹿児島」が実施されました。これは、障がいの
有無に関わらずどんな人でも楽しめる車いすテニスを広めよ
うと、九州車いすテニス協会が県内で初めて開催したもの。
当日は23人が参加し、車いすの乗り方の練習や風船を使った
テニスラリーなどを行い、車いす競技の楽しさを学びました。

　７月19日、笠野原小学校でマジシャンC
チ ュ ウ タ
HUTA氏による

マジックショーが行われました。これは、子どもたちに活
気を取り戻してもらおうと地元の笠之原商工同友会が企画
したもの。体育館に入れなかったクラスにはリモートで配
信を行い、驚きあり、笑いありのマジックを見た児童たち
は夏休み前に楽しい思い出を作りました。

　７月17日～８月１日、リナシティかのやで「ゲゲゲの鬼太
郎・妖怪寺子屋」が開催されました。場内では妖怪のイラスト
や説明パネルのほか、鹿児島の妖怪を紹介したコーナーも設
置。入場者は見入るように説明文を読んでいました。展示の
最後には病魔退散を祈念するために「アマビエ」の特大イラス
トが設置されており、記念写真を撮る人の姿が見られました。 
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　７月25日、市立図書館で「こわい話＆肝試し体験」が行わ
れました。今回のイベントには親子約30人が参加し、怖い
話などの読み聞かせが行われた後、館内で肝試し体験を実
施。普段はなかなか体験できない夜の図書館の不気味な雰
囲気の中、各通路からは参加者の絶叫や悲鳴が響き渡り、
暑さも忘れる涼しい夜となりました。

　７月16日、市内の肥育牛農家３戸を市長が訪問しました。
訪問に伴い、来年開催予定の「全国和牛能力共進会」に向け
て激励の言葉が掛けられたほか、導入した子牛に対し、市
から補助金が贈られました。新

しん
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清
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さん（大浦町）は「集大
成である共進会に向け、出場できるよう一生懸命に飼育管
理していきたい」と意気込みを語りました。

　７月14日、鹿屋小学校で「パラスポーツフェスタ」が開催
されました。これは、現在開催されている東京2020パラリ
ンピックに伴い、パラスポーツへの理解や普及を図るため市
内小・中学校で行われているもの。この日は５年生94人が参
加し、ボッチャや競技用車いすの搭乗体験を実施。競技の練
習後は団体戦を行い、会場は白熱した熱気に包まれました。
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　７月22日、高須・浜田の両海水浴場で「かのやマリンフェ
スタ2021」が開催されました。３年ぶりの開催となったこ
の日はバナナボートやスタンドアップパドルボート、綱引き
大会などといったイベントを多数実施。中でも、コースタル
ボートとビーチサンダルとばし大会は今年が初開催のイベン
トで、多くの人が参加・体験しました。約800人の参加者は、
夏の海岸で普段なかなか体験できないマリンスポーツや海遊
びを楽しみました。

３年ぶりに鹿屋の海でイベント満喫
かのやマリンフェスタ2021
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